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県
は
、
星
川
の
水
害
を
防

ぐ
た
め
平
成
18
年
か
ら
河
幅

を
広
げ
堤
防
を
築
い
て
い
る
。

●
馬
見
塚
橋
の
取
扱
い

　
　

見
沼
代
用
水
路
合
流
点

か
ら
整
備
が
進
み
、
現
在
、

本
市
管
理
の
馬
見
塚
橋
の
た

も
と
ま
で
堤
防
が
築
か
れ
て

い
る
が
橋
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

県
と
の
協
議
で
は
、
橋

は
老
朽
化
が
著
し
く
構
造
上

の
課
題
も
あ
り
、
技
術
的
に

現
状
の
ま
ま
残
す
こ
と
は
困

難
と
認
識
が
一
致
し
て
い
る
。

　
　

橋
の
長
さ
が
堤
防
の
間

隔
よ
り
短
い
た
め
、
橋
で
狭

く
な
り
、
増
水
時
の
流
下
に

支
障
が
出
る
の
で
は
。

　
　

橋
の
長
さ
が
河
川
法
や

河
川
管
理
施
設
等
構
造
令
の

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
。

　
　

橋
の
高
さ
は
ど
う
か
。

　
　

橋
の
桁
下
と
堤
防
の
天

端
の
離
隔
を
60
㎝
以
上
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

基
準
を
満
た
す
に
は
橋

桁
を
１･

５
ｍ
程
度
引
き
上

げ
、
橋
脚
を
継
ぎ
足
し
、
両

端
に
橋
桁
を
継
ぎ
足
す
改
修

が
必
要
に
な
る
が
、
そ
の
規

模
で
は
造
り
直
し
と
同
じ
で

あ
る
。
架
け
替
え
の
場
合
は

北
進
大
橋
の
よ
う
な
勾
配
の

道
路
が
必
要
に
な
る
の
か
。

　
　

橋
が
堤
防
よ
り
高
く
な

る
た
め
、
す
り
付
け
道
路
が

必
要
と
な
り
、
周
辺
の
住
宅

へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　

馬
見
塚
橋
の
取
扱
い
は
、

こ
れ
ま
で
長
い
時
間
が
流
れ
、

北
部
地
域
の
取
り
残
さ
れ
た

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
幸
い

に
も
橋
の
崩
落
や
通
行
車
両

の
事
故
な
ど
は
発
生
し
て
い

な
い
が
、
不
作
為
の
人
災
と

な
ら
な
い
よ
う
、
早
期
に
対

策
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

橋
は
市
民
の
皆
さ
ん
が

日
常
的
に
利
用
す
る
重
要
な

道
路
施
設
で
あ
る
。
利
用
者

の
安
全
安
心
を
第
一
に
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
、
県
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
慎
重
に

取
扱
い
を
検
討
し
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

◯
産
業
団
地
の
進
捗
状
況
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●
高
齢
者
、独
身
、働
く
世
代
、

各
世
代
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍

の
課
題
に
つ
い
て

　
　

高
齢
者
、
特
に
一
人
暮

ら
し
の
方
の
健
康
が
危
惧
さ

れ
る
。
緊
急
時
の
通
報
で
、

現
行
の
自
宅
設
置
型
の
固
定

電
話
だ
け
で
な
く
、
外
出
時

で
も
通
報
可
能
な
利
便
性
の

高
い
、
モ
バ
イ
ル
型
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
、
併

用
運
用
も
必
要
と
考
え
る
が
、

本
市
の
見
解
は
。

　
　

現
時
点
で
は
コ
ス
ト
が

割
高
に
な
る
な
ど
、
導
入
は

厳
し
い
が
、
今
後
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
が
、
一
般
的
な

通
信
手
段
に
な
る
こ
と
を
想

定
し
、
新
た
な
見
守
り
手
段

も
研
究
し
て
い
く
。

　
　

外
出
自
粛
で
出
会
い
の

機
会
も
失
わ
れ
、
昨
今
の
晩

婚
化
傾
向
が
さ
ら
に
助
長
さ

れ
る
今
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
マ
ッ

チ
ン
グ
が
大
変
注
目
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
Ａ
Ｉ
婚
活
事
業

で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

の
参
加
状
況
と
成
果
は
。

　
　

２
０
１
８
年
に
開
始
さ

れ
、
翌
年
か
ら
本
市
も
参
加

し
て
い
る
本
事
業
で
は
、
県

全
体
で
74
件
の
成
婚
の
う
ち
、

４
件
が
本
市
の
方
で
、
参
加

人
数
か
ら
み
た
成
果
割
合
は

高
く
、
参
加
し
た
意
義
は
非

常
に
大
き
い
と
考
え
る
。

　
　

今
後
の
周
知
と
成
婚
に

対
す
る
お
祝
い
等
の
取
組
は
。

　
　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ

ラ
シ
配
布
の
ほ
か
、
出
張
登

録
会
場
と
し
て
手
を
挙
げ
、

参
加
者
の
増
加
を
図
り
た
い
。

お
祝
い
は
、
他
市
の
取
組
を

参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

テ
レ
ワ
ー
ク
支
援
に
対

す
る
本
市
の
取
組
は
。

　
　

中
小
企
業
者
向
け
の
補

助
金
交
付
の
ほ
か
、
図
書
館

等
を
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

〔
そ
の
他
の
質
問
〕

◯
「（
仮
称
）
行
田
市
障
が
い

者
差
別
解
消
推
進
条
例
」
制

定
に
向
け
た
進
捗
に
つ
い
て

答 問問

答答答 問問

各
世
代
に
お
け
る
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
社
会
で
の
課
題
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●
河
川
環
境
の
整
備
保
全

　
　

忍
川
の
治
水
対
策
で
あ

る
河
川
の
河
道
拡
幅
及
び
調

節
池
の
進
捗
と
今
後
の
５
カ

年
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

県
で
は
現
在
、
来
年
度

の
新
規
事
業
採
択
及
び
５
カ

年
事
業
に
つ
い
て
、
国
と
協

議
調
整
中
で
、
事
業
決
定
さ

れ
た
後
、
説
明
会
の
開
催
や

施
工
時
期
、
方
法
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
組
に

つ
い
て
、実
施
団
体
数
、工
法
、

要
綱
の
整
備
及
び
予
算
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

17
の
多
面
的
機
能
活
動

組
織
に
一
時
貯
留
の
協
力
を

依
頼
し
た
。
な
お
、
排
水
口

の
工
法
、
要
綱
の
整
備
及
び

予
算
措
置
の
予
定
は
な
い
。

　
　

災
害
対
策
を
重
点
的
に

進
め
る
本
市
の
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
の
取
組
状
況
は
。

　
　

市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、
極
め
て
重
要
な

も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
本

年
度
中
に
策
定
予
定
で
あ
る
。

●
農
業
経
営
の
基
盤
強
化

　
　

農
業
経
営
者
の
育
成
・

確
保
、
新
た
な
担
い
手
へ
の

支
援
体
制
整
備
、
国
や
県
の

補
助
金
を
活
用
し
た
農
業
経

営
の
法
人
化
の
取
組
状
況
は
。

　
　

新
た
に
就
農
を
希
望
す

る
方
へ
の
相
談
窓
口
を
開
設

し
、
農
地
の
斡
旋
、
技
術
指

導
及
び
経
営
指
導
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
国
の
補
助

事
業
を
活
用
し
、
地
域
の
担

い
手
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る

ほ
か
、
法
人
化
に
当
た
っ
て

は
、
県
に
お
い
て
、
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
体

制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

●
利
便
性
を
高
め
る
ま
ち
づ

く
り

　
　

予
防
保
全
型
の
維
持
管

理
で
あ
る
道
路
長
寿
命
化
修

繕
計
画
の
目
的
、
路
線
、
点

検
方
法
及
び
診
断
結
果
は
。

　
　

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削

減
を
目
的
と
し
て
幹
線
道
路

６
路
線
を
対
象
に
、
専
用
車

に
よ
り
ひ
び
割
れ
等
を
計
測

し
、
本
年
度
中
に
ま
と
め
る
。

答答答

答 答

問問問

問 問

河
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農
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経
営
の

強
化
、
利
便
性
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
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